
事業を通じた
社会的価値の提供

永続的な
企業基盤の強化

未来の子供たちに幸せが届くよう、
新しい価値創造に挑戦します。
東亞合成グループは、持続可能な社会の実現と

当社グループの持続的成長の取組みとして、

「事業を通じた社会的価値の提供」、

「永続的な企業基盤の強化」を目指しています。

気候変動関連の課題を含むサステナビリティに関連する課題は、「サステナビリティ推進会議」において重要項目として検討して
います。「サステナビリティ推進会議」は代表取締役社長を議長とし、メンバーは取締役（社外取締役含む）、各グループ会社社長、
下部組織の代表者または監査組織の責任者で構成されています。重要なサステナビリティ経営推進政策の審議、GHG排出量削減
の進捗状況をはじめとするサステナビリティに関する重要事項についての、これまでの推進状況を振り返り、今後の方針や施策を審
議・決定します。ここでの審議結果は取締役会に報告し、事業戦略の策定・経営判断、気候変動課題への対応策・目標に関し、
審議、決裁、および監督しています。
「サステナビリティ推進会議」の方針に基づき、当社グループの各社各事業所では、実行計画を策定し、活動の推進、振り返り

を行います。レスポンシブル・ケア（RC）、コンプライアンスに関わる事項については各々に委員会を設けて審議を実施しています。

サステナビリティ事業部は、当社のサステナビリティを総括・推進する部門として、
SDGsの達成に貢献する再生可能エネルギーの積極的な活用、カーボンニュートラルに向け
た水素社会の実現、食の安全安心な提供に取り組んでいます。
また、東亞合成グループの気候変動の抑制や生物多様性保全の対応、それらに関する情報
の開示などを担っています。

当社は事業活動を通じて環境負荷の低減に貢献することを重
要課題の一つと位置づけており、脱炭素化や生物多様性の維
持などにより環境負荷低減に貢献する製品を提供しています。
こうした取り組みをさらに推進するため、環境配慮型製品を体
系的に評価・認定する社内エコプロダクツ認定制度の構築を検
討しています。本制度では、製品のライフサイクル全体を考慮
した環境評価を行い、一定の基準を満たした製品を環境配慮
型製品として位置付けることを想定しています。制度の導入に
より、製品開発段階から環境性能を可視化するとともに、環境
価値の高い製品の創出を促進し、事業活動を通じた環境負荷
低減への貢献を一層強化していきます。

  エコプロダクツ認定制度の構築
カーボンフットプリント（CFP）は、製品のライフ

サイクル全体における温室効果ガス排出量を定量的
に評価したものです。近年、環境負荷の低減や持続
可能な社会の実現に向けて、企業や消費者の間で製
品の環境情報への関心が高まっています。当社は、
カーボンニュートラルの実現と、サプライチェーン全
体での排出量の把握と削減を求める顧客からのニー
ズに応えるためCFPの算定を推進しています。バル
クケミカル製品を中心に製品CFPを算定し情報を提
供しています。今後は、算定製品の拡大と算定作業
の効率化を進めていきます。

  カーボンフットプリント（CFP）算定の推進

たはらソーラー・ウインド共同事業で発電事業を実施しています。日照時間の多さと優れ
た風況の両方に恵まれた愛知県田原市の特性を活かして、太陽光発電と風力発電のハイブ
リッド発電を行っています。発電した電気はFIT制度を活用して販売しています。また、自
社内での太陽光発電設備の設置を進めています。オンサイトで発電した電気は全量を自社
で消費しています。

  再生可能エネルギー

サステナビリティ関連の主な会議

名称 役割 開催頻度 メンバー

サステナビリティ 
推進会議

●  グループ全体の気候変動・自然資本・人権等サステナ
ビリティに関わる方針・目標・計画の審議・決定と、
指標の推移や取組みの共有を行う会議体

年1回
●  議長：代表取締役社長
●  メンバー：取締役（社外取締役含む）、各グループ会社

社長、下部組織の代表者または監査組織の責任者

RC推進会議
●  当該年度の目標達成状況とそれを受けた次年度目標案

の共有を行う会議体 年1回 ●  事務局：技術生産本部品質保証部、同環境保安部
●  メンバー：サイト長、各サイト品質管理責任者、環境

管理責任者全社RC担当者
会議

●  四半期ごとの目標進捗状況の確認と全社共通の環境保
安・品質保証に係る事項の水平展開を実施する会議体 年4回

コンプライアンス 
委員会

●  コンプライアンスを重視した経営の維持・向上・推進
を支援するとともに、その実践状況を監督・調査し、
必要に応じて改善を勧告

●  継続的な教育・啓発活動を支援し、「内部通報に関す
る規程」に基づく是正措置等を実施

●  重大な問題については、第三者委員会による調査を含
む対応策を社長に提言し、審議結果を社長へ、主な
内容をサステナビリティ推進会議へ報告

年2回
（2025年）

● 委員長・副委員長：社長が委嘱した者
●  委員：委員長が委嘱した者（1名以上の社外委員を含む）
●  事務局：グループ経営管理本部総務法務部（法務担当）

RC監査
●  各サイトの品質・環境管理の状況、およびマネジメン

トシステムの運用状況を評価するための現地監査 年1回
●  監査委員長：技術生産本部長
●  事務局：技術生産本部品質保証部、同環境保安部
●  メンバー：各サイト

東亞合成水素ステーション徳島

徳島工場の食塩電解設備から発生する自社水素を、水素ステーションで販売しています。
水素ステーションは、定置式水素ステーション1カ所、移動式水素ステーション2カ所を

運営しており、FCVやFCバスに充填しています。今後も、徳島県の水素社会実現に向けて
貢献していきます。

  水素利用

富山県高岡市にある植物工場で、レタスの水耕栽培を行っ
ています。植物工場は、クリーンな屋内環境で栽培するので
農薬を使う必要がなく、気候の影響も受けません。安心できる
レタスを一年を通じて安定供給しています。2025年からは新
たに生きくらげの栽培を開始しました。通年栽培を行っており、
流通量が少なくなる冬場でも生きくらげの供給が可能です。

  植物工場

サステナビリティ事業 サステナビリティマネジメント

  主な事業内容

  オール東亞サステナビリティ方針

  サステナビリティマネジメント体制

取締役会

サステナビリティ推進会議

各社各事業所

戦略および方針の承認・監督 報告

RC推進会議
全社RC担当者会議

指示 報告

指示 報告

コンプライアンス委員会

指示 報告

監査 報告

RC監査

監査

報告

たはらソーラー・ウインド発電事業

岡田 慎司
サステナビリティ事業部長
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